




























への分化誘導前（Day 0）の iPS細胞を対照群として、Day 1、2、4、7、10、14においてラマン顕微鏡を
用いて細胞の全ラマンスペクトルを計測した（図１）。なお、計測細胞数は全日数において 21〜34個であ
り、ラマンシフトは全日数で同一の3001個（500.00-2,000.00 cm-1、刻み：0.5）であった。 
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図2. 各日（Day 0-14）におけるラマンスペクトル強度の分布特性 
 
次に、抽出されたDNBのラマンシフトおよびそのシフトに由来する分子、分子結合4）を示す（図3）。









検出された DNB の平均標準偏差（ Is） 、平均相関強度（ Ir） で評価



















そこで、Day 1およびDay 10で抽出されたDNBのラマンシフトに関して、Day 0〜Day 14における
ラマンスペクトルの平均強度（いわゆる従来の静的バイオマーカー）および DNBの 2条件（平均標準偏






図4.  Day 1で DNB として抽出されたラマンシフト（583.50-2,000.00 cm-1）の経日的な変化 
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